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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・SST勉強会（9/28）参加締め切りは9/14（金）まで。希望者は心理技術員チーム李さんへ申し込み用紙を提出する事。

・9/20（木）、21（金）院内研修があるため、勤務を確認し参加する事。

・9/25（火）法人研修があるため、勤務を確認し参加する事。

・12/1（土）ＮＰＯ法人主催による、家族支援スタッフ育成に関する研修会を予定。

・9/17（月）18（火）19（水）中級昇格試験を予定。

・9/10（月）～10/8（土）利用者満足度評価期間（接遇委員会）
＜事例検討＞

五日市　規　様（61）主治医：猪股Ｄｒ　障害厚生年金2級受給

主病名：統合失調症　　合併症：糖尿病（以前に高脂血症と伝えられたままであり、糖尿病である事を知らない様子）

入院歴　昭和53年5月～平成24年9月　青南病院（約34年）

治療歴　平成24年9月13日　デイケア利用開始（毎週木・金）

経　過

昭和44年高校卒業後、職を転々とする。遠洋漁業に出るが2ヶ月程で、幻覚・独語・自問自答・不眠・徘徊・物を壊す真似が見られ始める。会社から様子がおかしいとの事で帰され、入院となる。入院中は異常体験に左右された言動・不眠・表情硬化・眼光の鋭さが見られたが、次第に落ち着いている。日課に対する拒否はなく、退院後の生活に対し不安（食事準備の事）を抱いている様子が見られた。
現　状

（青山荘）

・周囲の動きに合わせ、確認を行いながら穏やかに過ごしている。

・以前見られた警戒心は減少し、温和な雰囲気である。

・夜間のフラツキが見られる。

・他入所者と一緒の空間で過ごす事が出来ている。

・服薬自己管理中。

・将来的には青風荘またはグループホームへの入所となる可能性が大きい。

・本人の状況を見ながら、身辺管理能力の向上を目指した関わりを行っていく。

（青陽館）

・本人は将来的に1人暮らしを希望。

・「自炊出来るようになりたい。」との事で、日常生活に関わるプログラムへの参加を希望している。

・顔の汚れがみられる事あり、保清面での介入が必要。

・高脂血症にて食事制限をしていると捉えている。

・9/11（火）皮膚科受診し、手の皮膚炎と診断される。処方された塗り薬を1日2回塗布。塗布後はべたつき感がある事から手袋を着用。頭部湿疹については入浴後、処方されたローションを塗布。いずれも自身で処置を行う。

長期目標
生活環境に慣れ、再発させない

中期目標

生活の不安・病状変化を察し、対処できるようになる。

短期目標

①自身の変化を感じた際には伝える事が出来る。

②生活で困った事を表現出来る。

治療計画

1 人に見られる事を意識し、保清面の促しを行う。

2 疲労・睡眠など病状悪化の兆しについて確認を行う。

③生活のしづらさを感じている事はないか確認し、必要時は関係機関と連携を図る。
＜青山荘より＞

・松村　勉　様～経過要約については青山荘へも提出する事。青明舎登録については「まだいい。」と拒まれている。

・中村与一郎様～将来的にはグループホームへの入所となる可能性が大きい。火・木曜日は青山荘でのプログラムへ参加。携帯電話の購入を希望しているが、現在は生活保護の申請を予定している状況であり、直ぐに購入する事は難しい。

・現場へ足を運ぶなど、施設間で情報共有に努め、連携を図っていく。

＜利用者様情報＞

· 寺澤　彩　様～最近、幻聴・幻視がひどく睡眠にも支障があるとの事で、本日、本人希望で受診。

夜中3時に目が醒めると、誰かに乗られているような感覚があり、再入眠が困難で昨晩も眠れなかったと話されている。日中については、「黒い男の人が見えて、その人と話をする。」「死ね、うざいって聴こえる。」と話す。現在の処方薬から朝夕のリスペリドンを抜いて、次の処方を追加している。ルナプロン（6）2Ｔ　朝夕、セロクエル（100）1Ｔ　2*寝る前　　明日、薬を持参して頂き、服用内容を本人と確認予定。

· 細越　定生様～昨日、見学に来た看護学生に対し「そこはホワイトボードを置くんだよ。」「実習生は

テキパキ動いた方がいいんだよ。」と強い口調で話されている。その後、スタッフに「（看護学生に）無視されたことに腹が立った。」と話されているが、訴えを傾聴する事で落ち着かれている。

・稲垣　ふき様～表情硬く膝の痛みを訴え、湿布対応を要求される。青風荘スタッフに連絡し、入浴後湿布貼付の処置を行うと、以降の訴えはなく過ごされている。

・佐藤ミツ子様～昨日、レクリエーション（ボウリング）中にボールを投げて体勢を崩し、両手と右膝をついて転倒されている。外傷等を確認するが、手首や足は動かす事が出来ており、痛みも無いとの事。血圧146/84ｍｍＨｇ　脈拍84回/分　その後も痛みの訴えなく経過。夕食後、再度血圧を測定。血圧134/82ｍｍＨｇ　脈拍74回/分。体調の確認には｢大丈夫、ありがとう。｣と笑顔で応対されている。

・鹿原　博夫様～昨日、来所時から大きな声で怒り口調での独語をしている。周囲を睨んでいたり、喫煙室へ行ったり来たりと落ち着きに欠けている。声をかけると穏やかに対応されるが、返答後は再び独語をしている。夕食後には独語は軽減し、机に伏して居眠りをして過ごされている。独語が見られる際には声かけし、現実へ意識を向けるよう促していく。

· 転倒リスクの高い利用者に関し、運動プログラム参加をどのように対応したらよいか検討を行ってい

く。

